
市川市立図書館のメールマガジンをお送りいたします。  

「メールでのサービス」で配信をご希望された方へお送りしています。  
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明けましておめでとうございます。  

中央図書館では昨年末に引き続き「福壱」の貸出を行っております。ま

た本日からはこどもとしょかんや行徳図書館、南行徳図書館、信篤図書

館で「本の福袋」の貸出も行います。どれも中身の本が見えない仕組み

になっております。  

どのような出会いが待っているのか……。楽しんでいただければ幸いで

す。  

本年もどうぞよろしくお願いいたします。  

 

■■  図書館からのお知らせ  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◆福袋のご案内  

図書館の職員が色々なテーマで選んだ本を、福袋にして貸し出します。  

○こどもとしょかん  新春「ワクワクいっぱい  ふくぶくろ」  

＜日時＞ 1 月 5 日（金）～  

＜内容＞ 0 歳児から小学 6 年生向け、一般（大人）向け児童書  

 

○行徳図書館  

＜日時＞ 1 月 5 日（金）～  

＜内容＞一般（大人）向け、中高生向け、子ども向け  

 

○南行徳図書館  

＜日時＞ 1 月 5 日（金）～  

＜内容＞子ども向け  

 

○信篤図書館  

＜日時＞ 1 月 5 日（金）～  

＜内容＞一般（大人）向け、子ども向け  

 



＊どんな本が入っているかは、借りてからのお楽しみ！（本のプレゼン

トではありません）  

無くなり次第、終了となります。お早目にお越しください。  

 

◆市川学園生徒作成の本の POP 展示を行います。  

○ YA ルームと YA コーナーに、市川学園の生徒が作成した本の POP を

展示いたします。また、紹介している本も展示いたします 。  

＜日時＞ 1 月 5 日（金）～ 3 月 29 日（木）  

＜場所＞中央図書館 YA コーナー・ YA ルーム  

 

■■  テーマ展示  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◆「笑」（中央図書館／ 1～ 2 月）  

あははは、わっはっは、イヒヒ、うふふ、クスクス、げらげら……。こ

れらはみな笑いを表現する擬音語です。このように、笑いにはいろいろ

な種類があります。  

笑顔はその場の雰囲気を和ませ、人は笑うことで明るい気持ちになった

り元気が出たりします。また、笑いには心身の健康を増進する効果があ

るという研究結果も出ているそうです。  

そこで、1～ 2 月の特集展示コーナーでは、小説やことば遊び、落語など、

読むと笑えそうなさまざまなタイプの面白い本を集めてみました。  

年のはじめに初笑いはいかがでしょうか？  

パネル展示コーナーでは、演芸・相撲評論家であり放送作家でもあった

小島貞二氏（市川市名誉市民）に関する展示も行っています。  

http : / /www.c i ty . i ch ikawa . l g . jp / l i brary / in fo /1215 -2018 .h tml  

 

○展示の本からいくつかをご紹介します。  

◇『千葉笑い  吾呆如咄（ワレモアキレルガゴトキハナシ），古哄知呈 (フ

ルキワライオシリテアラワス )』小島貞二／著（恒文社  1988）  

昭和 61 年 1 月 11 日から朝日新聞千葉県版に掲載されている読者の投稿

コーナー「千葉笑い」と、むかし千葉市の千葉寺で、大晦日の夜に顔を

隠した土地の人たちが、奉行・役人などの悪口を言って笑いあった風習

「千葉笑い」。この本には、二つの「千葉笑い」が収録されています。  

本をひっくりかえして、表からも裏からも読めるおもしろい装丁です。

あなたはどちらの「千葉笑い」から読みますか？  

 



◇『 100 万人が笑った !「世界のジョーク集」傑作選』早坂隆／著（中央

公論新社  2011）  

時代も場所も超えた世界のジョークを紹介した笑い満載の本。どんな時

でも笑いが人生を豊かにしてくれることを感じさせる一冊です。例えば、

昭和 9 年に日本の雑誌で紹介されたジョーク“「月と太陽のどちらが役

に立つか」という問いに「月」と答えたその訳は……”答えは本書でご

確認ください。  

 

◇『石の裏にも三年：キミコのダンゴ虫的日常』北大路公子／著（集英

社  2015）  

札幌在住、独身で老いた両親と同居、趣味は大相撲鑑賞と昼酒。道産子

なのに冬が大嫌い、できることなら雪かきもせずに寝ていたい……。そ

んな著者の、ひたすらぐうたらした日常を綴ったエッセイ。ただそれだ

けなのに、何故こんなに面白いのか！読めば思わず笑いがこみ上げ、読

み終えた時には肩の力が抜けていることに気づくでしょう。  

 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  

◇メールマガジンの登録・解除はこちら   

h t tps : / / opac . c i ty. i ch ikawa .ch iba . jp /win j /opac / top .do   

◇このメールは自動配信されています。このアドレスに返信いただいて

も内容の確認およびご返答ができません。ご了承ください。  
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市川市中央図書館  
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